
子どもと若者たちの生と性をめぐる「４つの風景」をとりあげ、子どもたちが直面してい 

る現実への理解を深めると共に、必要とされる支援のあり方について考えてみたい。 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの心と身体が傷つけられる社会状況は、今なお改善されていない。子どもたち 

が起こす逸脱行動も試し行動も、誤解されている。それらは子どもが勇気を振り絞って発し 

た「助けを求める悲痛な叫び」（Ｃry for Ｈelp）に他ならない。 

子どもと若者たちの生と性をめぐる「４つの風景」をとりあげ、子どもたちが直面してい 

る現実への理解を深めると共に、必要とされる支援のあり方について考えてみたい。 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ＜講座：１３：００～１５：３０（１２：４５～ 受付）＞ 

【募集人数】３００名 

【参 加 費】 無料 

【お申込み方法】 

  裏面記載の各講座の URLあるいは QRコードよりお申込みください。 

【お問い合わせ先】 

  terakoya.open.door@gmail.com  

 

主催：独立型社会福祉士事務所 子どもと家族の相談室 寺子屋お～ぷん・どあ 

 共催：一般社団法人てのひら 一般社団法人静岡県社会福祉士会／こども家庭福祉委員会 

 

２０２３年度 連続オンライン講座 

「助けて」が言えない子どもの生と性を巡る４つの風景 

【第１回】性暴力と子ども 

 ２０２３年１０月２２日（日） 
「性暴力被害を生き抜く少女たち～被害の

現実＆必要な支援～」 

 

   講師：内田絵梨さん 

（NPO法人ぱっぷす 相談支援員） 

 

 

 

【第３回】自傷・自死と子ども 

  ２０２３年１２月１０日（日） 

「医療現場で聞こえてくる子どものＳＯＳ 

～自傷・自死問題を通して～」 

 

  講師：深澤美里さん 

     （静岡県立こども病院 ＰＳＷ） 

 

 

 

 

 

【第２回】ＳＯＳと子ども 

２０２３年１１月２６日（日） 
「『助けて』が言えない子どもたち～おとな

が信用されるために必要なこと～」 

 

講師：川口正義さん 

（一般社団法人てのひら 代表理事） 

 

  

 

 【第４回】居場所と子ども 

  ２０２４年１月１４日（日） 

「障害をもって地域で生きること＆必要な

支援～娘の誕生を出発点として～」 

 

  講師：向井裕子さん 

（NPO 法人 地域生活サポート 

ネットほうぷ 代表理事） 

      

 

 



 

■お申し込み 

＜第１回＞ 10月 22日（日） 内田 絵梨さん 

https://www.kokuchpro.com/event/terakoya21/    

 

＜第２回＞ 11月 26日（日） 川口 正義さん  

https://www.kokuchpro.com/event/terakoya22/   

 

＜第３回＞ 12月 10日（土） 深澤 美里さん  

https://www.kokuchpro.com/event/terakoya23/   

 

＜第４回＞ 2024 年１月 14 日（日） 向井 裕子さん  

https://www.kokuchpro.com/event/terakoya24/   

 

■講師紹介 

【第１回】 内田 絵梨（うちだ えり）さん   

         NPO法人ぱっぷすにて、性風俗産業で問題に直面された方への相談支援、リベン 

ジポルノ・子どもポルノの被害相談支援など「デジタル性暴力」をめぐるさまざ

まな問題について取り組む。相談支援員。 

           

           

           

 

【第２回】 川口 正義（かわぐち まさよし）さん                          

1981年、児童養護施設に勤務。横浜・寿町やインドのマザー・テレサの施設 

「死を待つ人の家」等でのボランティア活動、民間教育機関を経て、1989年 

に「子どもと家族の相談室 寺子屋お～ぷん・どあ」を開設。地域のなかで 

「予防的・長期的・包括的な子ども家庭支援」に取り組み、現在に至る。 

2008年より静岡市教育委員会 SSWr＆SVr。2016年より静岡県立静岡中央高校 

SSWr。2012年より「子ども・若者・女性の貧困」問題に取り組む。一般社団 

法人てのひら、代表理事。東北福祉大学で兼任講師。認定社会福祉士。 

 

【第３回】 深澤 美里（ふかさわ みさと）さん     

        精神保健福祉士。日本福祉大学社会福祉学部卒業後、（財）復康会 鷹岡病院勤務。

鷹岡病院では、精神科急性期病棟・認知症疾患治療病棟等でソーシャルワークを行

う。1年間、相談支援事業所「サポートセンターほっと」で、地域支援を行った。2009

年 4 月より、静岡県立こども病院 児童精神科に勤務。静岡県精神医療審査会委員

を 10年、現在は、「こころのネットワークふじ」運営委員を担っている。『どんな相

談もことわらない。かかわり続けることをやめない』をモットーに、乳幼児から高齢

者まで、支援を必要とする人が目の前にいれば、応援したいと思っています。 

 

【第４回】 向井 祐子（むかい ひろこ）さん 

1993年、重度の障害をもつ娘の出産を機に会社員生活にピリオドを打ち、社会 

福祉を学ぶ。多くの障害当事者や家族と出会い、ともに育ち生きること、自分 

らしく生きていくことを模索してきた。2004年、社会福祉士・教員・保育士・ 

看護師の友人たちとＮＰＯ法人「地域生活サポートネットほうぷ」を設立。 

2014年から福祉サービスを開始。現在、放課後等デイサービス「楽童ほうぷ」、 

障害児相談支援「相談支援ほうぷ」、居宅介護「ヘルプセンターほうぷ」を運営 

しながら、地域密着の社会福祉活動を続けている。認定社会福祉士。 

 

https://www.kokuchpro.com/event/terakoya21/
https://www.kokuchpro.com/event/terakoya22/
https://www.kokuchpro.com/event/terakoya23/
https://www.kokuchpro.com/event/terakoya24/

